
生産性新聞生産性新聞

　

令

和

国

民

会

議

（

令

和

臨

調

）

は

２

月

５

日

、

都

内

の

ホ

テ

ル

で

記

者

会

見

を

開

き

、

人

口

減

少

や

自

然

災

害

に

適

応

し

た

持

続

可

能

な

社

会

に

向

け

て

、

多

様

な

生

き

方

・

働

き

方

へ

の

パ

ラ

ダ

イ

ム

チ

ェ

ン

ジ

を

求

め

る

提

言

「

日

本

を

解

き

放

ち

、

組

み

替

え

る

―

多

様

な

生

き

方

・

働

き

方

へ

の

パ

ラ

ダ

イ

ム

チ

ェ

ン

ジ

を

通

じ

て

人

口

減

少

と

自

然

災

害

を

乗

り

切

る

―

」

を

発

表

し

た

。

（

２

面

に

提

言

要

旨

）

■共同座長
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会

見

に

は

、

「

国

土

構

想

」

部

会

共

同

座

長

の

永

野

毅

氏

（

東

京

海

上

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

取

締

役

会

長

）

、

山

田

啓

二

氏

（

京

都

産

業

大

学

理

事

長

・

教

授

、

元

全

国

知

事

会

長

）

、

板

東

久

美

子

氏

（

元

消

費

者

庁

長

官

）

と

、

同

部

会

主

査

の

宇

野

重

規

氏

（

東

京

大

学

教

授

）

、

伊

藤

正

次

氏

（

東

京

都

立

大

学

教

授

）

の

５

人

が

出

席

（

＝

写

真

）

。

板

東

氏

が

概

要

を

説

明

し

、

永

野

氏

が

提

言

に

込

め

た

思

い

を

述

べ

、

山

田

氏

が

要

約

を

、

宇

野

氏

と

伊

藤

氏

が

各

論

を

そ

れ

ぞ

れ

説

明

し

た

。

　

提

言

は

２

０

２

３

年

７

月

の

「

人

口

減

少

問

題

を

直

視

せ

よ

」

と

題

し

た

呼

び

か

け

に

続

く

第

二

弾

で

、

「

人

」

、

「

国

土

」

、

「

国

と

地

方

の

あ

り

方

」

を

三

本

柱

と

し

て

提

言

し

て

い

る

。

■

「

人

」

を

解

き

放

つ

　

子

ど

も

の

個

性

や

特

徴

に

基

づ

く

オ

ー

ダ

ー

メ

ー

ド

の

教

育

へ

の

転

換

を

促

す

教

育

改

革

を

訴

え

た

。

ワ

ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

ソ

ー

シ

ャ

ル

の

バ

ラ

ン

ス

を

実

現

す

る

生

き

方

・

働

き

方

の

パ

ラ

ダ

イ

ム

チ

ェ

ン

ジ

を

促

し

、

複

数

の

拠

点

を

行

き

来

す

る

多

拠

点

生

活

（

マ

ル

チ

ハ

ビ

テ

ー

シ

ョ

ン

）

や

、

個

人

が

マ

ル

チ

タ

ス

ク

を

担

う

多

能

化

社

会

の

実

現

を

期

待

し

て

い

る

。

■

「

国

土

」

の

資

源

を

解

き

放

つ

　

政

府

拠

点

の

複

数

化

な

ど

リ

ス

ク

分

散

型

社

会

の

構

築

に

取

り

組

む

一

方

で

、

過

疎

化

が

進

ん

だ

地

域

で

は

、

防

災

や

医

療

の

地

域

中

枢

機

能

を

整

備

し

つ

つ

、

集

約

化

と

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

化

を

進

め

る

こ

と

を

求

め

た

。

横

串

を

通

し

た

相

互

連

携

を

推

進

し

、

硬

直

的

な

組

織

原

理

か

ら

人

材

・

技

術

・

資

源

を

解

放

し

、

社

会

課

題

の

解

決

に

つ

な

が

る

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

の

構

築

を

訴

え

た

。

■

「

国

と

地

方

の

あ

り

方

」

　

地

域

社

会

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

組

織

に

つ

い

て

も

、

従

来

の

地

方

自

治

・

分

権

の

枠

を

超

え

る

組

織

や

関

係

へ

と

転

換

す

る

こ

と

を

求

め

て

い

る

。

　

「

分

散

と

集

約

」

を

基

本

と

す

る

新

た

な

国

土

構

想

の

下

、

「

地

域

の

個

性

と

主

体

性

を

発

揮

で

き

る

多

様

性

を

持

っ

た

自

治

体

の

あ

り

方

を

今

こ

そ

実

現

し

た

い

」

と

し

、

地

方

分

権

の

あ

り

方

を

柔

軟

に

見

直

す

こ

と

を

求

め

て

い

る

。

■

国

土

構

想

委

員

会

の

設

置

を

　

こ

の

変

革

を

実

現

す

る

た

め

、

官

民

が

一

体

と

な

っ

て

国

の

あ

り

方

を

議

論

し

、

長

期

的

視

点

か

ら

国

土

政

策

を

推

進

す

る

た

め

の

国

土

構

想

委

員

会

（

仮

称

）

を

国

に

設

置

。

各

省

の

縦

割

り

を

排

し

、

人

口

減

少

時

代

に

国

民

が

団

結

し

て

危

機

を

乗

り

切

る

た

め

の

推

進

体

制

の

構

築

を

求

め

て

い

る

。

　

永

野

氏

は

、

福

沢

諭

吉

の

「

立

国

は

私

な

り

。

公

に

非

ざ

る

な

り

」

と

い

う

言

葉

を

紹

介

し

、

「

国

民

一

人

ひ

と

り

が

社

会

を

良

く

し

た

い

と

い

う

思

う

気

持

ち

こ

そ

、

こ

の

国

を

動

か

す

原

動

力

に

な

る

。

今

回

の

提

言

は

、

国

民

を

鼓

舞

し

、

主

体

性

を

引

き

出

す

こ

と

を

目

指

し

て

い

る

」

と

述

べ

た

。

◇

　

「

国

土

構

想

」

部

会

の

委

員

２

人

が

、

提

言

の

ポ

イ

ン

ト

な

ど

に

つ

い

て

コ

メ

ン

ト

し

た

。

■

人

や

自

然

の

価

値

を

引

き

出

す

市

川

晃

委

員

　

「

国

富

」

に

は

、

Ｇ

Ｄ

Ｐ

な

ど

数

値

化

で

き

る

も

の

だ

け

で

な

く

、

自

然

を

は

じ

め

、

国

民

性

や

文

化

、

も

て

な

し

な

ど

広

義

の

自

然

資

本

（

無

形

資

産

）

も

含

ま

れ

る

。

国

土

と

い

う

視

点

で

は

、

遊

休

の

土

地

や

森

林

な

ど

の

所

有

と

利

用

の

あ

り

方

を

見

直

し

て

有

効

活

用

し

、

価

値

を

顕

在

化

さ

せ

る

こ

と

が

国

の

豊

か

さ

に

つ

な

が

る

。

　

人

の

能

力

発

揮

も

含

め

、

有

形

無

形

の

価

値

を

ど

う

引

き

出

し

、

伸

ば

し

て

い

く

か

。

国

の

仕

組

み

や

ル

ー

ル

を

社

会

構

造

の

変

化

に

合

わ

せ

て

見

直

す

必

要

が

あ

る

。

　

提

言

実

現

の

糸

口

と

し

て

、

法

体

系

を

棚

卸

し

し

て

は

ど

う

か

。

す

べ

て

の

行

政

活

動

は

何

ら

か

の

法

律

に

基

づ

い

て

お

り

、

現

場

の

人

が

フ

レ

キ

シ

ブ

ル

に

動

け

な

い

。

Ａ

Ｉ

に

す

べ

て

の

法

律

を

学

習

さ

せ

、

似

た

法

律

を

分

類

、

集

約

化

さ

せ

る

な

ど

の

方

法

も

あ

る

。

■

食

糧

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

自

給

課

題

金

子

晃

浩

委

員

　

人

口

減

少

が

急

速

に

進

む

中

で

、

先

ん

じ

て

最

適

化

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

若

者

が

幸

せ

を

感

じ

る

社

会

像

を

描

く

こ

と

に

は

大

き

な

意

義

が

あ

る

。

　

国

土

構

想

を

考

え

る

う

え

で

は

、

目

の

前

の

課

題

に

対

し

て

改

善

を

繰

り

返

す

先

に

、

ど

の

よ

う

な

理

想

形

に

た

ど

り

着

く

の

か

が

不

明

確

で

あ

り

、

ビ

ジ

ョ

ン

を

掲

げ

て

バ

ッ

ク

キ

ャ

ス

テ

ィ

ン

グ

で

考

え

る

ア

プ

ロ

ー

チ

が

有

効

だ

。

　

今

後

は

、

国

民

や

国

会

議

員

ら

を

巻

き

込

ん

だ

議

論

と

な

る

。

国

際

情

勢

が

不

確

実

な

中

、

他

国

に

左

右

さ

れ

ず

、

国

内

の

価

値

観

で

幸

せ

を

追

求

で

き

る

よ

う

に

す

る

た

め

に

は

、

食

糧

や

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

自

給

率

を

ど

う

高

め

る

か

に

つ

い

て

考

え

る

こ

と

も

重

要

だ

。
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１

�

所

有

権

の

厳

格

な

適

用

が

最

大

の

障

壁

　

人

口

減

少

局

面

に

お

い

て

も

国

土

を

最

大

限

活

用

す

る

た

め

に

、

そ

れ

ぞ

れ

の

土

地

の

権

利

と

利

用

の

実

態

を

踏

ま

え

て

、

利

用

し

た

い

者

や

利

用

で

き

る

者

が

、

積

極

的

か

つ

有

効

に

利

用

で

き

る

ル

ー

ル

・

枠

組

み

が

必

要

で

あ

る

（

フ

ェ

ア

ユ

ー

ス

）

。

２

�

関

連

す

る

法

制

度

の

横

断

的

、

総

合

的

な

再

構

築

を

　

各

分

野

の

法

制

度

は

既

に

「

利

用

」

の

可

能

性

を

拡

大

す

る

方

向

に

進

み

つ

つ

あ

る

が

、

全

体

像

に

乏

し

く

、

個

別

の

改

正

に

留

ま

っ

て

い

る

。

よ

り

積

極

的

に

「

所

有

か

ら

利

用

へ

」

と

い

う

視

点

を

強

化

し

た

、

関

連

法

制

度

の

横

断

的

か

つ

総

合

的

な

再

構

築

が

必

要

で

あ

る

。

３

�

自

然

資

本

の

価

値

の

再

定

義

と

適

切

な

維

持

　

自

然

は

、

人

口

増

加

と

近

代

化

の

過

程

で

正

当

な

価

値

を

顧

み

ら

れ

ず

、

時

に

価

値

を

損

ね

ら

れ

て

き

た

。

今

後

は

、

自

然

を

、

価

値

が

あ

り

、

保

全

し

な

け

れ

ば

価

値

が

損

な

わ

れ

る

「

自

然

資

本

」

と

位

置

づ

け

て

、

価

値

を

高

め

る

必

要

が

あ

る

。

４

�

実

行

主

体

と

国

民

的

議

論

　

府

省

横

断

的

に

問

題

に

対

応

で

き

る

組

織

を

内

閣

レ

ベ

ル

に

設

置

す

べ

き

で

あ

る

。

さ

ら

に

、

所

有

と

利

用

の

関

係

に

つ

い

て

の

国

民

的

な

議

論

が

重

要

で

あ

る

。

人

口

減

少

局

面

で

の

創

造

的

な

利

用

に

つ

い

て

政

府

・

政

党

等

関

係

者

も

含

め

た

国

民

的

な

議

論

を

促

す

べ

き

で

あ

る

。

１

�

は

じ

め

に

　

令

和

臨

調

は

、

２

０

２

３

年

７

月

５

日

に

発

表

し

た

呼

び

か

け

第

一

弾

「

人

口

減

少

問

題

を

直

視

せ

よ

」

に

お

い

て

、

「

人

が

成

長

し

、

産

業

が

か

け

あ

わ

さ

り

、

地

域

が

つ

な

が

る

」

社

会

を

目

指

す

こ

と

を

提

案

し

た

。

そ

れ

に

続

く

も

の

と

し

て

、

人

口

増

加

を

前

提

と

し

て

機

能

不

全

に

陥

り

つ

つ

あ

る

日

本

の

社

会

・

組

織

の

あ

り

方

や

制

度

を

抜

本

的

に

見

直

し

、

人

口

減

少

下

に

お

い

て

も

持

続

可

能

な

社

会

に

パ

ラ

ダ

イ

ム

チ

ェ

ン

ジ

す

る

こ

と

で

、

「

日

本

を

解

き

放

ち

、

組

み

替

え

る

」

こ

と

を

提

言

す

る

。

　

新

た

な

時

代

に

ふ

さ

わ

し

い

社

会

の

あ

り

方

で

、

何

よ

り

も

重

要

な

の

は

個

人

の

自

立

性

と

多

様

性

で

あ

る

。

「

社

会

を

良

く

し

た

い

」

と

い

う

一

人

ひ

と

り

の

個

人

の

思

い

こ

そ

が

新

し

い

日

本

を

動

か

す

原

動

力

と

な

る

。

右

肩

上

が

り

の

時

代

の

組

織

を

動

か

し

た

思

考

法

や

行

動

規

範

（

組

織

原

理

）

に

お

い

て

は

、

定

型

化

・

大

量

生

産

・

中

央

集

権

が

効

果

的

・

効

率

的

で

あ

り

、

一

定

の

枠

組

み

に

あ

て

は

ま

ら

な

い

も

の

は

切

り

捨

て

ら

れ

た

。

こ

の

よ

う

な

状

況

を

変

革

し

、

様

々

な

制

約

か

ら

人

や

情

報

、

資

源

を

解

放

し

、

よ

り

自

由

で

柔

軟

な

も

の

に

組

み

替

え

、

新

た

な

社

会

的

価

値

に

結

び

つ

け

て

い

き

た

い

。

　

あ

ら

ゆ

る

世

代

、

と

く

に

こ

れ

か

ら

の

時

代

を

担

う

日

本

や

世

界

の

若

者

が

希

望

を

も

っ

て

挑

戦

で

き

る

社

会

を

構

築

す

る

た

め

、

人

々

の

潜

在

能

力

や

資

源

を

解

き

放

ち

、

組

織

原

理

を

変

革

し

、

誰

も

が

個

性

を

発

揮

で

き

る

社

会

に

向

け

て

、

「

人

」

、

「

国

土

」

、

「

国

と

地

方

の

あ

り

方

」

を

三

つ

の

柱

と

し

て

提

言

す

る

。

２

�

日

本

を

解

き

放

ち

、

組

み

替

え

る

た

め

の

政

策

提

言

提

言

１

　

ま

ず

「

人

」

を

解

き

放

と

う

人

を

解

き

放

つ

第

一

歩

は

教

育

改

革

か

ら

　

子

ど

も

た

ち

に

一

定

水

準

の

教

育

内

容

を

身

に

つ

け

さ

せ

る

こ

と

に

重

き

を

置

い

た

教

育

か

ら

、

そ

れ

ぞ

れ

の

子

ど

も

の

個

性

や

特

徴

に

基

づ

く

オ

ー

ダ

ー

メ

ー

ド

の

教

育

に

転

換

し

な

け

れ

ば

、

大

切

な

一

人

ひ

と

り

の

子

ど

も

を

活

か

す

こ

と

は

で

き

な

い

。

　

大

学

も

ま

た

、

地

域

の

知

の

中

心

拠

点

と

し

て

、

自

治

体

や

企

業

と

共

に

地

域

を

支

え

る

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

と

な

る

べ

き

だ

。

生

き

方

・

働

き

方

の

パ

ラ

ダ

イ

ム

チ

ェ

ン

ジ

へ

　

多

様

で

柔

軟

な

生

き

方

・

働

き

方

に

よ

っ

て

、

ワ

ー

ク

・

ラ

イ

フ

・

ソ

ー

シ

ャ

ル

の

バ

ラ

ン

ス

を

実

現

し

、

一

人

ひ

と

り

が

多

様

な

役

割

を

は

た

す

こ

と

（

マ

ル

チ

タ

ス

ク

）

が

期

待

さ

れ

る

。

さ

ら

に

、

複

数

の

拠

点

を

行

き

来

す

る

多

拠

点

生

活

（

マ

ル

チ

ハ

ビ

テ

ー

シ

ョ

ン

）

の

時

代

が

到

来

し

て

お

り

、

一

人

ひ

と

り

が

マ

ル

チ

タ

ス

ク

を

担

う

「

多

能

化

社

会

」

の

実

現

が

必

要

だ

。

　

こ

う

し

た

マ

ル

チ

タ

ス

ク

、

マ

ル

チ

ハ

ビ

テ

ー

シ

ョ

ン

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

複

数

居

住

地

制

度

へ

と

変

更

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

、

よ

り

柔

軟

な

生

き

方

・

働

き

方

と

住

民

の

権

利

と

負

担

を

一

致

さ

せ

る

方

向

へ

と

進

む

べ

き

だ

。

多

様

な

生

き

方

・

働

き

方

を

可

能

に

す

る

Ｄ

Ｘ

　

こ

れ

ま

で

働

き

づ

ら

さ

、

生

き

づ

ら

さ

を

抱

え

て

い

た

人

に

も

、

Ｄ

Ｘ

に

よ

っ

て

新

し

い

可

能

性

を

示

す

こ

と

が

可

能

に

な

る

。

Ｄ

Ｘ

を

人

を

解

き

放

つ

ツ

ー

ル

に

す

る

こ

と

で

、

バ

リ

ア

フ

リ

ー

で

、

包

摂

的

な

社

会

を

実

現

す

べ

き

で

あ

る

。

多

様

性

と

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

の

視

点

か

ら

外

国

人

政

策

を

再

構

築

　

外

国

人

の

受

け

入

れ

は

、

労

働

力

人

口

の

減

少

を

補

う

観

点

か

ら

で

は

な

く

、

外

国

人

を

日

本

に

多

様

性

と

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

も

た

ら

す

市

民

と

し

て

、

よ

り

積

極

的

に

受

け

入

れ

る

た

め

の

政

策

を

確

立

す

べ

き

で

あ

る

。

と

り

わ

け

留

学

生

の

受

け

入

れ

政

策

は

急

務

と

な

る

。

留

学

生

が

卒

業

後

に

活

躍

で

き

る

体

制

づ

く

り

も

、

企

業

側

の

さ

ら

な

る

努

力

が

不

可

欠

で

あ

る

。

そ

の

た

め

に

は

、

出

入

国

管

理

の

み

な

ら

ず

、

教

育

や

社

会

保

障

、

労

働

と

い

っ

た

外

国

人

に

関

連

す

る

分

野

を

総

合

し

、

責

任

あ

る

外

国

人

政

策

の

推

進

体

制

を

確

立

す

る

必

要

が

あ

る

。

提

言

２

　

「

国

土

」

の

利

用

方

法

を

変

え

、

資

源

を

解

き

放

と

う

「

分

散

と

集

約

」

に

よ

る

危

機

に

強

い

国

土

構

造

へ

の

転

換

　

「

分

散

と

集

約

」

に

よ

る

危

機

に

強

い

国

土

構

造

へ

の

転

換

を

推

し

進

め

る

べ

き

時

期

に

き

て

い

る

。

災

害

に

強

い

国

土

構

造

に

転

換

し

て

い

く

こ

と

は

最

も

緊

急

の

課

題

で

あ

る

。

都

市

部

で

は

、

過

密

か

ら

余

裕

あ

る

地

域

づ

く

り

へ

と

転

換

し

、

人

命

優

先

の

都

市

づ

く

り

を

促

進

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

大

都

市

の

リ

ス

ク

分

散

と

よ

り

豊

か

な

生

活

環

境

の

た

め

の

ダ

ウ

ン

サ

イ

ジ

ン

グ

を

実

行

す

べ

き

で

あ

る

。

災

害

リ

ス

ク

の

観

点

か

ら

は

、

東

京

一

極

集

中

の

弊

害

に

正

面

か

ら

取

り

組

ま

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

首

都

圏

が

大

規

模

災

害

に

見

舞

わ

れ

る

場

合

を

想

定

し

、

政

府

拠

点

の

複

数

化

を

進

め

る

必

要

が

あ

る

。

　

過

疎

化

に

よ

り

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

の

機

能

が

低

下

し

て

い

る

地

域

で

災

害

が

発

生

す

れ

ば

、

地

域

全

体

の

崩

壊

に

つ

な

が

り

か

ね

な

い

。

高

度

成

長

期

の

イ

ン

フ

ラ

が

耐

用

年

数

を

迎

え

る

時

期

に

あ

っ

て

、

す

べ

て

こ

れ

ま

で

通

り

に

整

備

す

る

こ

と

は

不

可

能

に

近

い

。

防

災

や

医

療

の

地

域

中

枢

機

能

を

整

備

し

つ

つ

、

支

え

合

い

に

よ

っ

て

人

命

が

守

ら

れ

る

よ

う

に

集

約

化

と

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

化

を

進

め

る

べ

き

だ

。

「

地

域

か

ら

の

産

業

革

命

」

と

「

所

有

と

利

用

の

分

離

」

　

地

域

の

特

性

を

活

か

し

た

新

た

な

産

業

構

造

を

実

現

す

る

た

め

に

は

、

縦

割

り

の

垣

根

を

取

り

払

い

、

横

串

を

通

し

た

相

互

連

携

を

推

進

（

「

か

け

算

」

）

す

る

こ

と

が

重

要

で

あ

る

。

社

会

課

題

の

解

決

に

つ

な

が

る

協

業

の

仕

組

み

（

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

）

を

構

築

す

べ

き

で

あ

る

。

　

所

有

権

の

厳

格

な

適

用

は

す

で

に

乗

り

越

え

が

た

い

壁

に

突

き

あ

た

っ

て

い

る

。

所

有

と

利

用

を

分

離

し

、

地

域

の

課

題

解

決

に

つ

な

げ

る

た

め

に

、

個

人

の

権

利

よ

り

社

会

の

安

全

・

利

便

を

実

現

す

る

方

向

へ

と

舵

を

切

る

べ

き

で

あ

る

。

協

働

化

や

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

エ

コ

ノ

ミ

ー

に

よ

っ

て

、

眠

っ

て

い

た

資

源

が

本

来

の

役

割

を

は

た

す

こ

と

が

期

待

さ

れ

る

。

提

言

３

　

新

し

い

「

国

と

地

方

の

あ

り

方

」

を

考

え

よ

う

オ

ー

プ

ン

な

地

方

自

治

へ

の

転

換

を

　

地

域

社

会

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

組

織

に

つ

い

て

も

、

従

来

の

地

方

自

治

・

分

権

の

枠

を

超

え

る

組

織

や

関

係

へ

と

大

き

く

転

換

す

べ

き

で

あ

る

。

新

た

な

組

織

や

関

係

に

多

様

な

市

民

が

主

体

的

に

参

画

し

、

協

働

し

て

い

く

た

め

の

仕

組

み

が

必

要

で

あ

る

。

住

民

を

奪

い

合

い

、

住

民

を

自

治

体

の

枠

に

閉

じ

込

め

る

閉

じ

た

地

方

自

治

か

ら

、

自

治

体

が

相

互

に

支

え

合

い

、

住

民

が

自

治

体

の

壁

を

超

え

て

活

動

で

き

る

オ

ー

プ

ン

な

地

方

自

治

に

変

更

す

べ

き

で

あ

る

。

新

た

な

国

土

構

造

に

合

わ

せ

た

自

治

制

度

の

柔

軟

化

　

「

分

散

と

集

約

」

を

基

本

と

す

る

新

た

な

国

土

構

造

の

下

、

地

域

の

個

性

と

主

体

性

を

発

揮

で

き

る

多

様

性

を

持

っ

た

自

治

体

の

あ

り

方

を

実

現

し

た

い

。

ガ

バ

メ

ン

ト

ク

ラ

ウ

ド

な

ど

の

デ

ジ

タ

ル

公

共

基

盤

の

充

実

の

上

に

、

各

自

治

体

は

地

域

の

課

題

に

取

り

組

む

べ

き

で

あ

る

。

「

分

散

と

集

約

」

型

の

国

土

構

造

に

よ

っ

て

東

京

一

極

集

中

に

歯

止

め

を

　

か

つ

て

大

平

内

閣

が

目

指

し

た

「

田

園

都

市

構

想

」

の

よ

う

に

、

都

市

と

地

方

と

の

バ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

分

散

さ

れ

た

生

活

環

境

と

、

競

争

力

の

あ

る

都

市

づ

く

り

を

両

立

さ

せ

る

方

向

に

舵

を

切

る

べ

き

だ

。

今

後

、

東

京

以

外

の

複

数

の

大

都

市

圏

に

分

散

的

・

戦

略

的

に

リ

ソ

ー

ス

を

投

下

し

て

、

東

京

一

極

集

中

に

歯

止

め

を

か

け

、

都

市

圏

内

部

の

集

住

化

を

進

め

る

こ

と

が

必

要

だ

。

３

�

国

土

構

想

委

員

会

の

設

置

を

　

こ

の

よ

う

な

変

革

を

実

現

す

る

た

め

、

官

民

が

一

体

と

な

っ

て

国

の

あ

り

方

を

議

論

し

、

長

期

的

視

点

か

ら

国

土

政

策

を

推

進

・

チ

ェ

ッ

ク

す

る

た

め

の

国

土

構

想

委

員

会

（

仮

称

）

を

国

に

設

置

し

、

各

省

の

縦

割

り

を

排

し

、

人

口

減

少

時

代

に

国

民

が

団

結

し

て

危

機

を

乗

り

切

る

た

め

の

推

進

体

制

を

構

築

す

べ

き

で

あ

る

。

４

�

お

わ

り

に

　

激

甚

化

・

頻

発

化

す

る

自

然

災

害

へ

の

備

え

、

急

速

に

進

む

老

朽

イ

ン

フ

ラ

へ

の

対

応

な

ど

、

こ

の

ま

ま

で

は

、

持

続

可

能

な

日

本

の

将

来

像

を

見

据

え

る

こ

と

す

ら

難

し

い

。

危

機

を

乗

り

越

え

る

に

は

、

従

来

の

発

想

の

延

長

を

超

え

た

パ

ラ

ダ

イ

ム

チ

ェ

ン

ジ

を

実

現

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

「

逃

げ

ら

れ

な

い

現

実

」

か

ら

決

し

て

目

を

背

け

る

こ

と

な

く

、

国

民

一

人

ひ

と

り

の

思

い

を

あ

る

べ

き

未

来

へ

と

結

集

さ

せ

る

政

治

の

力

が

今

こ

そ

問

わ

れ

て

い

る

。
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左から島津、池田、佐藤、渡邉、犬伏の各氏

江口氏はオンライン出席

　

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

（

事

務

局

＝

日

本

生

産

性

本

部

）

は

２

月

６

日

、

２

０

２

４

年

度

第

４

回

生

産

性

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

と

し

て

、

「

２

０

２

４

年

度

成

果

発

表

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

～

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

重

視

す

る

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

へ

」

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

　

冒

頭

、

同

フ

ォ

ー

ラ

ム

代

表

の

島

津

明

人

・

慶

應

義

塾

大

学

総

合

政

策

学

部

教

授

が

、

「

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

の

新

た

な

歩

み

」

を

テ

ー

マ

に

問

題

提

起

を

行

っ

た

。

　

島

津

氏

は

、

「

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

は

２

０

１

２

年

の

�

月

に

設

立

さ

れ

た

。

設

立

�

年

後

の

タ

イ

ミ

ン

グ

で

、

こ

れ

か

ら

の

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

新

し

い

ビ

ジ

ョ

ン

と

ミ

ッ

シ

ョ

ン

を

、

『

私

た

ち

は

従

業

員

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

実

現

に

向

け

た

個

人

、

職

場

、

企

業

で

の

活

動

を

幅

広

く

支

援

し

、

従

業

員

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

実

現

に

向

け

た

諸

活

動

を

支

援

す

る

こ

と

を

通

じ

、

こ

れ

か

ら

の

活

動

に

よ

り

多

く

の

企

業

が

参

画

す

る

こ

と

を

目

指

す

。

社

会

全

体

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

実

現

に

貢

献

す

る

』

と

定

め

て

、

様

々

な

活

動

を

展

開

し

て

い

る

。

本

日

の

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

で

は

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

の

枠

組

み

検

討

や

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

指

標

の

開

発

に

つ

い

て

の

こ

れ

ま

で

の

研

究

成

果

を

紹

介

し

て

い

き

た

い

」

と

述

べ

た

。

　

次

い

で

、

成

果

発

表

①

と

し

て

、

江

口

尚

・

産

業

医

科

大

学

産

業

生

態

科

学

研

究

所

産

業

精

神

保

健

学

研

究

室

教

授

が

、

同

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

実

現

の

た

め

の

方

法

論

・

枠

組

み

検

討

分

科

会

報

告

」

を

行

っ

た

。

　

江

口

氏

は

、

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

と

は

、

一

人

一

人

の

労

働

者

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

高

め

る

こ

と

を

目

的

と

し

、

職

場

の

安

心

、

労

働

者

の

尊

厳

、

つ

な

が

り

（

ソ

ー

シ

ャ

ル

キ

ャ

ピ

タ

ル

）

、

働

き

が

い

を

基

盤

と

し

て

、

生

産

性

の

向

上

と

企

業

の

持

続

的

な

成

長

を

実

現

す

る

経

営

手

法

だ

」

と

述

べ

た

。

そ

の

う

え

で

、

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

は

、

従

業

員

が

肉

体

的

・

精

神

的

・

社

会

的

に

満

た

さ

れ

た

状

態

で

働

け

る

環

境

を

整

え

る

こ

と

を

目

的

と

し

て

い

る

。

単

に

企

業

の

利

益

を

追

求

す

る

の

で

は

な

く

、

『

誰

も

取

り

残

さ

な

い

』

公

平

で

包

摂

的

な

職

場

づ

く

り

を

通

じ

て

、

人

的

資

本

を

最

大

限

に

生

か

し

、

社

会

全

体

の

幸

福

と

経

済

成

長

に

貢

献

す

る

こ

と

を

目

指

し

て

い

る

」

と

説

明

し

た

。

　

ま

た

、

分

科

会

が

提

案

す

る

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

の

特

徴

と

し

て

、

個

人

の

幸

福

だ

け

で

な

く

、

職

場

の

「

安

心

」

や

「

ソ

ー

シ

ャ

ル

キ

ャ

ピ

タ

ル

」

を

重

視

す

る

こ

と

や

、

「

誰

も

取

り

残

さ

な

い

」

こ

と

を

前

提

と

し

た

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

で

あ

る

こ

と

、

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

＝

生

産

性

向

上

」

で

は

な

く

、

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

＝

労

働

の

尊

厳

と

社

会

的

包

摂

と

企

業

の

持

続

的

成

長

の

両

立

」

で

あ

る

こ

と

を

挙

げ

た

。

　

成

果

発

表

②

で

は

、

池

田

浩

・

九

州

大

学

大

学

院

人

間

環

境

学

研

究

院

准

教

授

が

、

「

組

織

と

職

場

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

～

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

は

ど

の

よ

う

に

業

績

に

結

実

す

る

か

」

を

テ

ー

マ

に

、

同

フ

ォ

ー

ラ

ム

の

「

指

標

検

討

グ

ル

ー

プ

分

科

会

」

に

お

け

る

こ

れ

ま

で

の

研

究

成

果

を

報

告

し

た

。

　

具

体

的

に

は

、

組

織

で

働

く

社

会

人

を

対

象

と

し

た

計

２

回

の

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

調

査

を

通

し

て

、

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

取

組

組

織

」

は

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

に

関

わ

る

施

策

や

制

度

を

バ

ラ

ン

ス

よ

く

、

導

入

し

て

い

る

組

織

で

あ

る

こ

と

や

、

健

康

や

安

全

、

報

酬

に

関

わ

る

公

正

な

制

度

な

ど

は

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

支

え

る

基

盤

で

あ

り

、

こ

れ

だ

け

で

も

健

康

・

身

体

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

や

社

会

的

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

を

生

み

出

す

効

果

を

確

認

し

た

こ

と

を

指

摘

し

た

。

さ

ら

に

、

組

織

や

職

場

の

業

績

に

は

「

職

場

レ

ベ

ル

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

の

共

有

」

が

強

い

効

果

を

持

つ

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

そ

の

う

え

で

、

今

後

は

、

複

数

企

業

を

対

象

と

し

た

調

査

に

よ

っ

て

、

分

科

会

で

開

発

中

の

個

人

、

職

場

、

組

織

の

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

指

標

を

用

い

た

分

析

を

行

い

、

企

業

ご

と

に

導

入

し

て

い

る

制

度

や

施

策

、

取

り

組

み

が

ど

の

程

度

、

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

に

寄

与

し

て

い

る

か

な

ど

に

つ

い

て

検

証

し

て

い

く

と

述

べ

た

。

　

二

つ

の

成

果

発

表

に

つ

い

て

は

、

佐

藤

光

弘

・

富

士

通

ゼ

ネ

ラ

ル

人

事

本

部

本

部

長

付

（

健

康

経

営

担

当

）

、

渡

邉

和

志

・

ア

ス

テ

ラ

ス

労

働

組

合

中

央

執

行

委

員

長

、

犬

伏

真

・

厚

生

労

働

省

雇

用

環

境

・

均

等

局

総

務

課

雇

用

環

境

政

策

室

室

長

補

佐

か

ら

コ

メ

ン

ト

が

あ

っ

た

。

　

そ

の

後

、

登

壇

者

６

人

に

よ

る

パ

ネ

ル

討

議

「

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

の

実

践

に

向

け

て

」

が

行

わ

れ

た

。

「

健

康

デ

ザ

イ

ン

セ

ン

タ

ー

」

の

様

子

佐藤光弘氏の説明を聞く研究会メンバー

　

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

（

事

務

局

＝

日

本

生

産

性

本

部

）

が

開

催

し

て

い

る

「

Ａ

ｃ

ｔ

ｉ

ｖ

ｅ

　

Ｗ

ｏ

ｒ

ｋ

　

Ｐ

ｌ

ａ

ｃ

ｅ

研

究

会

」

（

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

の

実

践

の

た

め

の

行

動

計

画

を

講

師

陣

と

と

も

に

約

１

年

か

け

て

検

討

、

策

定

、

実

装

す

る

研

究

会

）

は

、

有

志

で

富

士

通

ゼ

ネ

ラ

ル

本

社

（

神

奈

川

県

川

崎

市

）

を

訪

問

し

た

。

　

同

社

は

長

年

に

わ

た

っ

て

健

康

経

営

に

取

り

組

ん

で

お

り

、

ト

ッ

プ

ラ

ン

ナ

ー

と

し

て

知

ら

れ

て

い

る

。

　

当

日

は

、

健

康

経

営

の

推

進

役

を

担

っ

て

き

た

佐

藤

光

弘

・

人

事

本

部

本

部

長

付

（

健

康

経

営

担

当

）

が

「

ゼ

ロ

か

ら

始

め

る

健

康

経

営

」

と

し

て

取

り

組

み

始

め

た

経

緯

や

具

体

的

な

施

策

に

つ

い

て

説

明

。

佐

藤

氏

は

、

同

フ

ォ

ー

ラ

ム

発

足

当

初

か

ら

外

部

パ

ー

ト

ナ

ー

と

し

て

活

動

を

支

え

て

い

る

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

の

「

伝

道

師

」

で

も

あ

る

。

　

同

社

の

健

康

経

営

は

、

２

０

１

６

年

７

月

に

斎

藤

悦

郎

社

長

（

当

時

）

が

「

人

を

思

い

、

活

か

す

経

営

」

を

宣

言

し

、

「

健

康

経

営

推

進

室

」

が

２

０

１

７

年

に

発

足

し

て

ス

タ

ー

ト

。

産

業

保

健

体

制

の

強

化

や

全

社

員

健

康

面

談

、

ス

ト

レ

ス

チ

ェ

ッ

ク

の

結

果

に

基

づ

い

た

職

場

改

善

活

動

な

ど

に

取

り

組

ん

で

き

た

。

　

現

在

は

「

健

康

経

営

２

・

０

」

を

掲

げ

、

従

業

員

だ

け

で

な

く

そ

の

家

族

や

地

域

、

製

品

を

使

っ

て

い

る

顧

客

な

ど

す

べ

て

の

人

が

幸

せ

に

な

る

よ

う

活

動

を

広

げ

て

い

る

。

　

後

半

は

、

同

社

の

「

健

康

デ

ザ

イ

ン

セ

ン

タ

ー

」

を

見

学

。

卓

球

台

や

う

ん

て

い

、

輪

投

げ

な

ど

が

設

置

さ

れ

て

お

り

、

業

務

時

間

中

に

リ

フ

レ

ッ

シ

ュ

や

従

業

員

同

士

の

交

流

の

た

め

に

利

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

参

加

し

た

メ

ン

バ

ー

は

、

「

オ

フ

ィ

ス

か

ら

飛

び

出

し

て

学

ぶ

こ

と

が

大

事

だ

と

気

付

い

た

」

「

健

康

経

営

に

役

員

を

巻

き

込

む

た

め

に

、

役

員

を

連

れ

て

も

う

１

回

来

た

い

」

と

感

想

を

話

し

た

。

　

最

後

に

佐

藤

氏

は

、

「

職

場

で

で

き

る

こ

と

は

ま

だ

ま

だ

あ

る

」

「

今

日

の

気

づ

き

や

学

び

を

ど

こ

か

で

思

い

出

し

て

ほ

し

い

」

と

そ

れ

ぞ

れ

の

職

場

で

奮

闘

す

る

メ

ン

バ

ー

へ

エ

ー

ル

を

送

っ

た

。
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も

の

づ

く

り

は

人

づ

く

り

　

製

造

現

場

の

朝

礼

社

史

代

わ

り

に

出

版

し

た

書

籍

　

田

野

井

製

作

所

（

本

社

＝

白

岡

市

）

は

、

１

９

２

３

年

創

業

。

創

立

以

来

一

貫

し

て

ネ

ジ

を

作

る

た

め

の

タ

ッ

プ

・

ダ

イ

ス

の

専

門

メ

ー

カ

ー

と

し

て

、

品

質

と

信

頼

さ

れ

る

も

の

づ

く

り

で

生

産

活

動

を

続

け

て

き

た

。

日

本

で

初

め

て

転

造

タ

ッ

プ

を

導

入

。

１

９

８

９

年

世

界

初

の

Ｃ

Ｎ

Ｃ

ね

じ

研

削

盤

開

発

・

導

入

。

１

９

９

０

年

Ｔ

シ

リ

ー

ズ

販

売

開

始

。

２

０

２

３

年

創

業

１

０

０

年

を

迎

え

た

。

田

野

井

優

美

社

長

に

話

を

聞

い

た

。

■

「

会

社

の

役

に

立

ち

た

い

」

と

入

社

　

優

美

氏

が

カ

ナ

ダ

留

学

中

に

、

代

理

店

２

社

が

倒

産

し

、

母

か

ら

「

帰

国

し

て

も

ら

う

か

も

」

と

言

わ

れ

、

恩

返

し

し

た

い

気

持

ち

で

帰

国

し

同

社

に

入

社

、

海

外

営

業

を

７

年

担

当

し

た

。

　

同

社

は

２

０

０

８

年

の

リ

ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク

の

影

響

を

受

け

、

２

０

０

９

年

年

明

け

に

売

り

上

げ

が

一

気

に

８

割

減

少

し

大

変

な

状

況

に

な

っ

た

。

当

時

社

長

の

父

・

義

政

氏

（

現

会

長

）

は

、

「

１

０

０

年

に

一

度

の

大

不

況

。

こ

の

ま

ま

で

は

つ

ぶ

れ

る

。

組

織

を

変

え

る

」

と

言

い

、

長

年

勤

め

た

役

員

に

退

任

し

て

も

ら

い

、

優

美

氏

を

副

社

長

に

選

任

し

、

「

社

内

改

革

で

乗

り

越

え

る

。

改

革

し

ろ

」

と

優

美

氏

に

課

題

を

提

示

し

た

。

■

社

員

と

一

緒

に

で

き

る

こ

と

を

　

急

に

父

か

ら

大

役

を

ま

か

さ

れ

た

が

、

ど

う

し

て

よ

い

か

分

か

ら

ず

、

「

良

し

と

思

う

こ

と

を

や

ろ

う

」

（

優

美

氏

）

と

決

意

し

た

。

あ

る

会

社

が

主

催

す

る

研

修

に

参

加

し

、

業

種

は

異

な

る

が

そ

の

会

社

の

取

り

組

み

を

す

べ

て

見

せ

て

も

ら

い

、

多

く

の

こ

と

を

学

び

、

ど

う

し

た

ら

よ

い

か

少

し

ず

つ

分

か

っ

て

き

た

。

優

美

氏

は

２

０

１

０

年

に

、

現

場

の

人

と

一

緒

に

取

り

組

め

る

こ

と

は

何

か

を

考

え

、

「

環

境

整

備

」

に

取

り

組

む

こ

と

に

し

た

。

　

優

美

氏

は

２

０

１

１

年

の

東

日

本

大

震

災

時

は

、

当

時

社

長

の

父

と

宮

城

工

場

に

い

た

。

工

場

は

�

日

間

停

電

し

機

械

が

動

か

な

か

っ

た

。

そ

う

し

た

中

で

も

従

業

員

が

少

し

ず

つ

出

勤

し

始

め

環

境

整

備

を

始

め

た

。

そ

れ

を

見

て

優

美

氏

は

、

「

自

分

の

や

っ

て

き

た

こ

と

は

正

し

か

っ

た

」

と

思

っ

た

。

■

「

感

謝

の

気

持

ち

」

で

社

長

に

　

２

０

１

３

年

同

社

は

�

周

年

を

迎

え

た

。

当

時

社

長

の

父

は

、

「

元

気

な

う

ち

に

継

承

し

た

い

」

と

考

え

、

母

の

「

優

美

が

社

長

に

な

る

の

が

一

番

ま

と

ま

る

」

と

の

言

葉

も

あ

り

、

ま

た

兄

弟

も

「

社

長

に

一

番

向

い

て

い

る

の

は

優

美

だ

」

と

意

見

が

一

致

し

、

「

感

謝

を

忘

れ

な

い

よ

う

に

」

と

の

思

い

で

社

長

就

任

を

決

意

す

る

。

　

優

美

氏

は

同

社

で

一

緒

に

働

く

３

人

の

兄

弟

に

支

え

ら

れ

て

、

「

世

間

の

常

識

に

と

ら

わ

れ

な

い

・

適

材

適

所

・

頼

ま

れ

ご

と

は

試

さ

れ

ご

と

」

を

モ

ッ

ト

ー

に

会

社

を

引

っ

張

っ

て

い

る

。

特

に

社

員

１

３

０

人

と

の

価

値

観

の

共

有

に

力

を

入

れ

、

社

員

と

は

飲

食

し

な

が

ら

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

を

図

り

、

共

有

の

機

会

を

意

図

的

に

増

や

し

て

い

る

。

■

も

の

づ

く

り

は

人

づ

く

り

　

優

美

氏

は

人

財

育

成

に

も

力

を

入

れ

て

い

る

。

「

も

の

づ

く

り

を

通

し

て

周

囲

の

人

に

配

慮

し

、

改

善

を

繰

り

返

せ

る

素

晴

ら

し

い

人

財

を

輩

出

す

る

こ

と

で

、

笑

顔

が

溢

れ

る

世

の

中

づ

く

り

に

貢

献

し

た

い

」

と

考

え

、

「

全

員

が

社

長

に

な

れ

る

会

社

に

し

た

い

」

と

経

営

感

覚

を

持

っ

た

人

財

の

育

成

に

取

り

組

ん

で

い

る

。

「

顧

客

の

ニ

ー

ズ

は

多

様

化

し

て

い

る

。

さ

ま

ざ

ま

な

こ

と

が

起

こ

る

。

ア

ン

テ

ナ

を

立

て

て

反

応

で

き

る

人

財

が

ほ

し

い

」

（

優

美

氏

）

と

期

待

し

て

い

る

。

　

■

社

史

の

代

わ

り

に

本

を

出

版

　

２

０

２

３

年

に

創

業

１

０

０

周

年

を

迎

え

る

に

あ

た

り

、

優

美

氏

が

「

社

史

は

つ

ま

ら

な

い

」

と

考

え

て

い

た

時

に

社

員

か

ら

「

本

を

出

し

て

は

」

と

の

話

が

あ

り

、

「

１

０

０

年

企

業

の

も

の

づ

く

り

は

人

づ

く

り

」

（

あ

さ

出

版

）

と

い

う

本

を

出

版

し

た

。

　

そ

の

中

で

次

の

１

０

０

年

に

向

け

て

、

優

美

氏

は

、

「

私

の

役

目

は

、

も

の

づ

く

り

の

奥

深

さ

と

面

白

さ

を

次

世

代

に

伝

え

る

こ

と

。

そ

の

た

め

に

仲

間

を

募

り

、

人

を

育

て

、

さ

ら

に

は

素

晴

ら

し

い

人

と

の

良

縁

を

つ

な

い

で

い

く

こ

と

」

と

自

身

の

思

い

を

記

し

て

い

る

。
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本

社

・

戸

田

工

場

真

壁

工

場

（

茨

城

県

桜

川

市

）

　

チ

ヨ

ダ

（

本

社

＝

戸

田

市

）

は

、

１

９

１

７

年

創

業

、

か

ら

し

粉

を

中

心

に

し

た

穀

粉

の

製

造

業

と

し

て

ス

タ

ー

ト

し

た

。

創

業

か

ら

「

味

な

未

来

を

創

る

」

を

キ

ャ

ッ

チ

フ

レ

ー

ズ

に

掲

げ

、

か

ら

し

を

中

心

と

し

た

香

辛

料

や

調

味

料

を

通

じ

て

、

味

わ

う

人

ひ

と

り

ひ

と

り

の

豊

か

な

食

の

未

来

を

応

援

し

て

き

た

１

０

０

年

超

の

企

業

だ

。

２

０

０

３

年

に

社

長

に

就

任

し

た

抱

井

麻

理

氏

に

話

を

聞

い

た

。

■

１

０

０

年

は

信

頼

の

証

　

同

社

は

、

「

あ

れ

ば

、

も

っ

と

お

い

し

い

、

さ

ら

に

お

い

し

い

脇

役

」

と

し

て

、

か

ら

し

、

香

辛

料

や

タ

レ

を

製

造

・

販

売

し

て

き

た

。

抱

井

社

長

は

、

「

大

企

業

か

ら

中

小

企

業

ま

で

取

引

先

の

ニ

ー

ズ

に

対

応

す

る

こ

と

で

今

日

ま

で

や

っ

て

き

た

。

３

６

５

日

、

同

じ

品

質

、

同

じ

味

の

製

品

を

提

供

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

、

品

質

管

理

に

は

力

を

入

れ

て

い

る

。

東

日

本

大

震

災

の

と

き

は

、

原

材

料

の

仕

入

れ

先

が

被

災

し

た

が

、

当

社

へ

の

供

給

を

続

け

て

く

れ

た

。

１

０

０

年

続

い

た

信

頼

の

証

と

思

っ

た

。

当

社

の

最

大

の

強

み

と

感

じ

た

」

と

語

っ

た

。

■

人

に

環

境

に

優

し

い

商

品

を

　

同

社

は

、

か

ら

し

種

子

原

料

を

余

す

こ

と

な

く

利

用

出

来

る

「

廃

棄

ゼ

ロ

」

の

商

品

を

作

り

続

け

て

い

る

。

粉

か

ら

し

の

製

造

工

程

は

、

か

ら

し

菜

の

種

を

選

別

、

搾

油

し

た

後

、

製

粉

、

ふ

る

い

分

け

し

、

粉

か

ら

し

を

作

っ

て

い

る

。

搾

油

工

程

で

出

た

油

は

工

業

用

油

と

し

て

販

売

し

、

ふ

る

い

分

け

で

出

た

表

皮

は

抗

菌

性

を

利

用

し

た

「

ぬ

か

み

そ

か

ら

し

」

に

使

用

し

て

い

る

。

　

１

０

０

年

超

作

り

続

け

て

き

た

か

ら

し

は

、

「

人

に

、

環

境

に

、

優

し

い

」

商

品

づ

く

り

に

取

り

組

み

、

使

い

や

す

い

よ

う

に

と

社

員

か

ら

の

提

案

か

ら

包

装

材

に

▼

の

マ

ー

ク

を

印

字

し

、

そ

こ

に

切

り

口

を

重

ね

て

切

り

や

す

い

よ

う

に

し

て

い

る

。

　

ま

た

、

バ

イ

オ

マ

ス

イ

ン

ク

も

他

社

よ

り

も

早

く

使

い

始

め

て

い

る

と

い

う

。

抱

井

社

長

は

、

「

バ

イ

オ

マ

ス

イ

ン

ク

の

使

用

は

値

段

は

少

し

高

く

な

る

が

メ

リ

ッ

ト

の

方

が

大

き

い

」

と

語

っ

た

。

■

社

員

一

丸

で

安

全

安

心

を

　

同

社

は

、

社

員

一

丸

と

な

っ

て

安

全

安

心

な

味

の

未

来

創

り

に

挑

戦

し

、

新

し

い

食

べ

方

の

提

案

を

行

っ

て

い

る

。

そ

の

裏

付

け

と

な

る

の

が

高

い

品

質

と

技

術

力

だ

。

　

世

界

の

食

品

製

造

業

界

・

関

連

サ

プ

ラ

イ

チ

ェ

ー

ン

で

食

品

安

全

基

準

と

プ

ロ

セ

ス

を

確

保

す

る

た

め

の

認

証

モ

デ

ル

〝

Ｆ

Ｓ

Ｓ

Ｃ

２

２

０

０

０

認

証

″

を

全

社

（

本

社

、

工

場

、

営

業

所

）

で

取

得

し

た

。

「

営

業

所

で

の

取

得

は

大

変

だ

っ

た

が

、

物

流

な

ど

の

知

識

も

身

に

つ

き

、

お

客

様

と

物

流

の

話

が

で

き

る

よ

う

に

な

っ

た

」

（

抱

井

社

長

）

。

■

「

気

持

ち

」

を

共

有

化

　

チ

ヨ

ダ

の

成

長

は

社

員

全

員

の

成

長

に

つ

な

が

る

と

の

考

え

か

ら

、

「

経

営

理

念

」

「

チ

ヨ

ダ

基

本

�

か

条

」

「

安

全

方

針

」

を

策

定

し

、

日

々

復

唱

す

る

こ

と

で

「

気

持

ち

」

の

共

有

化

を

図

っ

て

い

る

。

　

抱

井

社

長

は

、

「

欠

品

や

不

良

発

生

、

オ

ー

ダ

ー

ミ

ス

な

ど

は

ほ

と

ん

ど

が

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

不

足

に

よ

る

」

と

の

考

え

か

ら

、

社

員

の

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

力

の

向

上

に

特

に

力

を

入

れ

て

い

る

。

■

女

性

の

「

気

づ

き

」

に

助

け

ら

れ

て

　

女

性

社

員

が

半

数

を

超

え

る

同

社

で

は

、

女

性

の

「

気

づ

き

」

に

助

け

ら

れ

て

い

る

と

い

う

。

「

当

社

の

女

性

社

員

は

、

お

せ

っ

か

い

や

き

で

気

づ

き

が

あ

る

人

が

多

い

。

他

の

人

へ

の

声

掛

け

な

ど

も

う

ま

い

。

『

あ

の

人

調

子

悪

そ

う

』

な

ど

と

言

っ

て

仕

事

を

代

わ

っ

て

く

れ

る

。

工

場

で

は

生

産

管

理

も

製

造

現

場

で

も

女

性

社

員

が

活

躍

し

て

し

っ

か

り

対

応

し

て

く

れ

て

い

る

」

（

抱

井

社

長

）

。

■

次

の

１

０

０

年

に

向

け

て

　

抱

井

社

長

は

、

「

当

面

の

目

標

は

、

画

期

的

な

商

品

を

一

つ

出

す

こ

と

。

１

１

０

周

年

の

時

に

は

何

ら

か

の

商

品

を

創

り

た

い

と

考

え

て

い

る

。

今

後

は

、

�

、

�

歳

代

社

員

に

は

特

に

成

長

し

て

ほ

し

い

。

幹

部

に

は

危

機

感

の

共

有

、

そ

し

て

、

他

の

従

業

員

さ

ん

達

に

は

、

楽

し

く

、

不

安

感

な

く

働

い

て

ほ

し

い

」

と

語

っ

た

。
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地

球

は

打

ち

出

の

小

槌

で

は

な

い

。

天

然

資

源

に

は

限

り

が

あ

る

。

地

球

上

の

資

源

の

使

用

量

は

過

去

�

年

間

で

３

倍

に

増

え

、

２

０

５

０

年

に

は

鉱

物

資

源

の

需

要

が

埋

蔵

量

を

大

幅

に

上

回

る

と

予

測

さ

れ

て

い

る

。

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

平

和

と

鉱

物

資

源

の

権

益

が

天

秤

に

か

け

ら

れ

た

り

、

北

極

圏

や

宇

宙

資

源

を

巡

る

各

国

の

駆

け

引

き

も

起

き

て

い

る

。

他

方

、

技

術

革

新

な

ど

明

る

い

兆

し

も

見

え

る

。

地

球

の

限

界

を

超

え

ず

に

す

べ

て

の

人

が

人

間

ら

し

い

生

活

を

送

る

鍵

は

、

循

環

経

済

（

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

エ

コ

ノ

ミ

ー

：

Ｃ

Ｅ

）

に

あ

る

。

■

認

知

度

向

上

と

課

題

　

Ｃ

Ｅ

の

認

知

度

は

�

年

に

当

財

団

が

調

べ

た

と

こ

ろ

「

言

葉

も

意

味

も

知

っ

て

い

る

」

は

わ

ず

か

６

％

だ

っ

た

が

、

�

年

６

月

の

埼

玉

県

調

査

で

は

�

％

で

、

「

取

り

組

む

企

業

に

好

印

象

」

と

の

回

答

が

７

割

を

超

え

た

。

　

�

年

４

月

の

当

財

団

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

参

加

者

へ

の

調

査

で

は

、

所

属

企

業

で

は

「

１

年

前

に

比

べ

Ｃ

Ｅ

へ

の

関

心

・

熱

量

は

高

ま

っ

て

い

る

」

が

７

割

で

、

取

り

組

み

状

況

は

「

組

織

の

方

針

、

計

画

等

に

明

記

」

が

�

％

だ

っ

た

。

課

題

で

は

「

企

業

だ

け

で

は

解

決

で

き

な

い

問

題

が

あ

る

」

�

％

、

「

推

進

体

制

が

整

っ

て

い

な

い

」

�

％

、

「

収

益

に

つ

な

が

ら

な

い

」

�

％

が

上

位

で

あ

っ

た

。

Ｃ

Ｅ

の

推

進

に

は

「

国

民

全

体

の

理

解

と

意

識

向

上

」

「

予

算

税

制

等

の

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

」

「

動

静

脈

連

携

の

推

進

」

な

ど

を

望

む

声

が

多

か

っ

た

。

企

業

の

本

気

度

は

増

し

て

い

る

。

■

Ｃ

Ｅ

は

国

家

戦

略

に

　

Ｅ

Ｕ

で

は

�

年

に

『

Ｃ

Ｅ

パ

ッ

ケ

ー

ジ

』

を

発

表

後

、

規

制

の

導

入

や

域

内

で

の

資

源

循

環

を

強

化

し

て

い

る

が

、

日

本

も

遅

ま

き

な

が

ら

動

き

出

し

た

。

�

年

�

月

開

催

の

循

環

経

済

に

関

す

る

関

係

閣

僚

会

議

で

は

、

石

破

首

相

が

「

Ｃ

Ｅ

を

国

家

戦

略

と

し

て

政

府

一

体

と

な

り

推

進

す

る

」

と

述

べ

『

循

環

経

済

へ

の

移

行

加

速

化

パ

ッ

ケ

ー

ジ

』

を

公

表

し

た

。

資

源

や

環

境

制

約

を

成

長

機

会

の

創

出

に

つ

な

げ

、

Ｃ

Ｅ

関

連

市

場

を

�

年

に

�

兆

円

に

拡

大

す

る

目

標

だ

。

施

策

の

一

つ

と

し

て

立

ち

上

げ

た

産

官

学

連

携

の

「

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

パ

ー

ト

ナ

ー

ズ

」

に

は

、

現

在

６

３

０

の

企

業

団

体

が

参

画

。

将

来

を

見

据

え

た

ビ

ジ

ョ

ン

・

ロ

ー

ド

マ

ッ

プ

、

情

報

流

通

プ

ラ

ッ

ト

フ

ォ

ー

ム

、

地

域

循

環

モ

デ

ル

な

ど

の

Ｗ

Ｇ

が

始

動

し

た

。

先

日

の

総

会

で

も

、

欧

米

が

混

迷

を

極

め

る

今

こ

そ

日

本

が

ス

ピ

ー

ド

感

を

も

っ

て

本

気

で

取

り

組

む

べ

き

と

い

う

声

が

あ

が

っ

た

。

　

自

治

体

で

は

、

Ｃ

Ｅ

推

進

セ

ン

タ

ー

を

開

設

し

事

業

化

支

援

を

進

め

る

東

京

都

、

埼

玉

県

や

、

臨

海

部

企

業

が

連

携

し

て

実

証

を

行

う

川

崎

市

、

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

シ

テ

ィ

を

掲

げ

る

愛

知

県

蒲

郡

市

な

ど

、

全

国

各

地

で

動

き

が

活

発

化

し

て

い

る

。

■

資

源

生

産

性

の

向

上

　

国

連

環

境

計

画

『

世

界

資

源

ア

ウ

ト

ル

ッ

ク

２

０

２

４

』

が

示

す

通

り

、

Ｃ

Ｅ

の

推

進

に

は

持

続

可

能

な

資

源

管

理

と

資

源

生

産

性

の

向

上

が

必

要

だ

。

資

源

生

産

性

（

便

益

（

Ｇ

Ｄ

Ｐ

）

／

天

然

資

源

等

投

入

量

）

は

、

国

際

的

に

Ｃ

Ｅ

を

評

価

す

る

主

要

指

標

で

、

経

産

省

の

『

成

長

志

向

型

の

資

源

自

立

戦

略

』

で

も

向

上

が

必

須

と

明

記

さ

れ

て

い

る

。

資

源

生

産

性

の

上

昇

に

は

、

①

分

子

の

付

加

価

値

向

上

と

②

分

母

の

天

然

資

源

消

費

量

の

抑

制

が

寄

与

す

る

。

①

に

は

、

製

品

や

サ

ー

ビ

ス

を

高

機

能

化

す

る

イ

ノ

ベ

ー

シ

ョ

ン

や

Ｄ

Ｘ

の

活

用

、

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

創

出

を

通

じ

た

製

品

の

長

期

・

効

率

的

利

用

や

、

シ

ェ

ア

リ

ン

グ

、

サ

ブ

ス

ク

、

修

理

、

リ

ユ

ー

ス

な

ど

Ｃ

Ｅ

関

連

市

場

の

育

成

が

望

ま

れ

る

。

②

に

は

、

省

資

源

化

、

製

品

寿

命

・

耐

久

性

向

上

、

再

生

材

の

利

用

、

環

境

配

慮

設

計

な

ど

を

進

め

る

と

同

時

に

、

再

生

資

源

の

質

量

の

担

保

や

流

通

促

進

も

不

可

欠

で

あ

る

。

■

当

本

部

の

取

り

組

み

　

社

会

実

装

に

む

け

て

、

毎

年

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

を

開

催

し

て

い

る

。

�

年

「

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

・

ソ

サ

エ

テ

ィ

の

実

現

に

向

け

て

～

ビ

ジ

ネ

ス

も

暮

ら

し

も

変

わ

る

」

、

�

年

「

ビ

ジ

ネ

ス

で

創

る

循

環

経

済

社

会

～

資

源

生

産

性

向

上

と

Ｃ

Ｅ

」

、

�

年

「

ビ

ジ

ネ

ス

と

地

域

の

力

で

Ｃ

Ｅ

を

創

る

」

を

テ

ー

マ

に

産

官

学

の

登

壇

者

と

議

論

を

行

い

発

信

し

た

。

　

�

年

秋

か

ら

は

「

循

環

経

済

生

産

性

ビ

ジ

ネ

ス

研

究

会

」

と

「

同

講

座

」

を

創

設

。

研

究

会

で

は

、

企

業

幹

部

が

講

師

を

囲

み

、

欧

州

動

向

、

Ｌ

Ｃ

Ａ

、

エ

コ

デ

ザ

イ

ン

、

知

財

権

、

Ｄ

Ｘ

、

鉱

物

資

源

、

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

、

建

築

、

自

動

車

、

環

境

ガ

バ

ナ

ン

ス

、

エ

シ

カ

ル

消

費

な

ど

、

多

様

な

テ

ー

マ

で

議

論

す

る

ほ

か

、

連

携

も

生

ま

れ

て

い

る

。

講

座

は

部

課

長

ク

ラ

ス

が

切

磋

琢

磨

す

る

場

で

あ

る

が

、

情

報

収

集

段

階

は

過

ぎ

、

ビ

ジ

ネ

ル

モ

デ

ル

変

革

、

循

環

の

ル

ー

プ

作

り

、

新

サ

ー

ビ

ス

の

創

出

へ

と

進

み

、

収

益

化

や

外

部

連

携

な

ど

新

た

な

課

題

も

討

議

し

て

い

る

。

　

現

代

社

会

が

直

面

す

る

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

、

Ｃ

Ｅ

、

ネ

イ

チ

ャ

ー

ポ

ジ

テ

ィ

ブ

、

ビ

ジ

ネ

ス

と

人

権

な

ど

の

課

題

は

相

互

に

関

連

し

て

い

る

。

こ

れ

ら

を

ビ

ジ

ネ

ス

チ

ャ

ン

ス

と

し

て

本

気

で

取

り

組

ま

け

な

け

れ

ば

、

地

球

も

自

社

も

存

続

し

な

い

。

我

々

も

、

持

続

可

能

な

社

会

の

実

現

に

向

け

て

、

Ｃ

Ｅ

の

推

進

と

資

源

生

産

性

の

向

上

に

取

り

組

ん

で

い

く

。

■

結

び

に

か

え

て

　

Ｃ

Ｅ

へ

の

移

行

に

は

、

業

種

を

超

え

た

企

業

や

自

治

体

、

教

育

・

研

究

機

関

、

消

費

者

な

ど

の

連

携

が

必

須

で

あ

る

。

地

域

社

会

・

経

済

を

基

盤

に

、

も

の

・

サ

ー

ビ

ス

、

カ

ネ

、

情

報

、

人

材

が

再

生

・

循

環

し

、

Ｃ

Ｅ

が

社

会

に

定

着

す

る

様

子

を

桜

の

花

で

図

式

化

し

た

「

サ

ー

キ

ュ

ラ

ー

・

ソ

サ

エ

テ

ィ

」

を

示

す

（

＝

上

図

）

。

様

々

な

主

体

が

連

携

し

、

資

源

循

環

の

仕

組

み

を

回

し

な

が

ら

、

地

域

か

ら

全

国

へ

と

日

本

版

Ｃ

Ｅ

を

広

げ

て

い

く

構

想

だ

。

　

２

年

間

に

わ

た

り

産

官

学

の

最

前

線

の

方

々

に

最

新

情

報

を

寄

稿

い

た

だ

い

た

。

感

謝

を

込

め

て

、

結

び

と

す

る

。

（

お

わ

り

）

経営・労働／トピックス

生

産

性

機

関

の

人

事

四

国

生

産

性

本

部

　

３

月

１

日

に

多

川

哲

（

た

が

わ

さ

と

し

）

氏

が

事

務

局

長

に

就

任

し

た

。

　

健

康

い

き

い

き

職

場

づ

く

り

フ

ォ

ー

ラ

ム

（

事

務

局

＝

日

本

生

産

性

本

部

）

は

１

月

�

日

、

「

従

業

員

の

キ

ャ

リ

ア

ア

ッ

プ

と

人

材

育

成

計

画

～

社

員

の

キ

ャ

リ

ア

開

発

と

育

成

上

手

の

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

」

を

テ

ー

マ

に

定

例

セ

ミ

ナ

ー

を

オ

ン

ラ

イ

ン

で

開

催

（

関

西

生

産

性

本

部

の

「

健

康

経

営

＆

メ

ン

タ

ル

ヘ

ル

ス

研

究

会

」

と

共

催

）

し

た

。

　

Ｓ

Ｃ

Ｓ

Ｋ

の

河

辺

恵

理

・

執

行

役

員

人

事

分

掌

役

員

補

佐

は

、

「

Ｓ

Ｃ

Ｓ

Ｋ

の

人

的

資

本

経

営

～

社

員

の

キ

ャ

リ

ア

ア

ッ

プ

と

人

材

価

値

の

最

大

化

に

向

け

て

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

し

た

。

　

同

社

で

は

、

各

職

務

分

野

で

の

長

期

キ

ャ

リ

ア

が

描

け

る

よ

う

に

「

専

門

性

認

定

制

度

」

を

整

備

し

て

い

る

ほ

か

、

「

Ｓ

Ｃ

Ｓ

Ｋ

　

ｉ

―

Ｕ

ｎ

ｉ

ｖ

ｅ

ｒ

ｓ

ｉ

ｔ

ｙ

」

で

多

数

の

研

修

メ

ニ

ュ

ー

等

を

提

供

し

て

い

る

。

全

役

職

員

対

象

の

自

己

研

鑽

推

進

施

策

「

コ

ツ

活

」

で

は

、

自

己

研

鑽

活

動

（

研

修

や

公

的

活

動

、

講

師

、

執

筆

、

研

究

調

査

等

）

の

実

績

を

登

録

す

る

こ

と

で

一

定

の

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ブ

を

提

供

し

て

い

る

。

　

河

辺

氏

は

、

２

０

２

３

年

度

か

ら

は

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

経

営

の

指

針

と

し

て

、

同

社

に

お

け

る

七

つ

の

価

値

観

（

健

康

、

働

き

方

、

Ｄ

Ｅ

Ｉ

、

キ

ャ

リ

ア

、

組

織

、

や

り

が

い

、

未

来

創

造

）

を

定

義

し

、

具

体

的

な

施

策

を

推

進

す

る

こ

と

で

、

社

員

へ

の

浸

透

・

風

土

醸

成

を

進

め

て

い

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

　

尾

形

真

実

哉

・

甲

南

大

学

経

営

学

部

教

授

は

、

「

管

理

職

の

育

成

力

向

上

が

会

社

を

救

う

」

を

テ

ー

マ

に

講

演

し

た

。

　

尾

形

氏

は

、

若

手

の

部

下

の

「

プ

ロ

ア

ク

テ

ィ

ブ

行

動

」

（

個

人

が

自

分

自

身

や

環

境

に

影

響

を

及

ぼ

す

よ

う

な

未

来

志

向

で

変

革

志

向

の

行

動

。

積

極

的

問

題

解

決

行

動

や

学

習

行

動

、

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

構

築

行

動

な

ど

）

に

は

上

司

の

サ

ポ

ー

ト

が

必

要

不

可

欠

で

あ

り

、

職

場

全

体

で

若

手

を

育

て

る

育

成

風

土

を

職

場

に

醸

成

す

る

「

チ

ー

ム

育

成

」

の

観

点

か

ら

も

上

司

の

役

割

は

大

き

い

と

指

摘

。

若

手

の

育

成

に

は

上

司

の

役

割

が

非

常

に

重

要

で

あ

る

か

ら

こ

そ

、

上

司

を

サ

ポ

ー

ト

し

、

上

司

を

育

て

る

こ

と

が

必

要

だ

と

強

調

し

た

。

生 産 性 新 聞 （６）２０２５年（令和７年）３月１５日（土曜日）
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「プロジェクトの流れ」

２０２４年４月　産業能率大学の授業でプロジェ

クトスタート（説明、講義）

　５～�月　各グループで情報収集、仮説設

定、横瀬町にて現地調査、ヒア

リング実施

　�～�月　各グループで政策提言策定

　　　�月　政策提言発表会開催

２０２５年２月　町長に選ばれたグループが横瀬

町のよこらぼ大会議に招待さ

れ、関係者と意見交換した　

「グループ発表テーマ一覧」

①「横瀬町のエルキャピタン〝武甲山〟をマ

ウンテンバイクで駆け降りよう」

②「高齢者の避難と備蓄」

③「横瀬町を演奏家の停留所に」

④「遊休農地の改善～農業盛り上げ計画」

⑤「音楽フェス開催」

⑥「人口流出止めたいｙｏｋｏｃａｎ」

⑦「よこシルデジタル住民票」

⑧「聖地巡礼×写真コンクール」

⑨「ＳＮＳで地域の知名度向上につなげる」

⑩「ゲストハウスＤＩＹツアー」

⑪「日本一夢が叶う横瀬町」

⑫「横瀬でＢｕｏｎａｐｐｅｔｉｔｏ」

「プロジェクトの流れ」

２０２４年８月　学生が地方創生カレッジのｅラ

ーニング講座を受講

８月～�月　地元関係者へのヒアリングを実

施。問題意識を育み、プランの

土台になる方向性を検討

　　　�月　中間発表会を開催。朝里川温泉

関係者と意見交換しアイデアを

膨らませた

�月～�月　グループで政策提言策定

２０２５年１月　政策提言発表会開催

「グループ発表テーマ一覧」

①自然資源チーム　「朝里川を生かした新た

なＡＴの体験価値の提供」

②身体活動チーム　「スノーシューツアー～

スキーをしない人にも朝里を楽しんでもら

いたい」

③文化体験Ａチーム「朝里川温泉の活性化～

温泉を訪れるきっかけ作り」

④文化体験Ｂチーム「朝里川温泉の活性化～

気軽に立ち寄れる温泉街に」

⑤広報戦略チーム　「通過型観光からの脱却

～ＡＴ層に広めるための施策」

⑥人材育成チーム　「持続的なＡＴ事業を可

能にするための人材獲得」

　地方創生カレッジは、地方創生の実践に必要な人材を育成・確保するために内閣府の補助事

業として日本生産性本部が運営しているプラットホーム。地方創生を推進する上で必要な知識

を学べる「ｅラーニング講座」とその学びを深め拡げる場としての交流掲示板「地方創生連携

・交流ひろば」を運営しているサイトで、いつでも・どこでも学習、利用できる。

　今回のプロジェクトは、「地方創生カレッジ」の一環として、地域の将来を担う学生世代が

ワークショップなどを通じて地方創生を〝ジブンゴト〟として捉えて活躍していくことを支援

する取り組み。これまでに２０２２年度静岡県立大学（静岡市）、２０２３年度秋田県立大学（秋田県由

利本荘市）、法政大学（長野県白馬村・小谷村）で開催した。ＵＲＬ：ｃｈｉｈｏｕｓｏｕｓｅｉ―ｃｏｌｌｅｇｅ．ｊｐ

政策提言発表会での学生同士の意見交換 「よこらぼ大会議２０２５」で発表する産能大生

産業能率大学　藤岡慎二教授

　地方創生カレッジを活用したことで学生は

多くのインプットを得た。やはり、量が質を

生む。多くの動画を視聴し、地方創生を見る

視点・概念を醸成したからこそ、地域に響く

提案ができたと思う。事例や実践例の心強い

後ろ盾があったうえでの提案なので自信が持

てたのではないか。

小樽商科大学　大津晶教授

　小樽商科大学の「本気プロ」は、受講生が

正解の無い問いに向き合う「地域での実践」

を重視するあまり「思いて学ばざる」やや殆

（あやう）いものでしたが、地方創生カレッ

ジの活用により「走りながら考える／考えな

がら走る」ことが可能になりました。

　

日本生産性本部　地方創生カレッジ事務局

齋藤亮、冨田直見、吉田浩文

　学生が地域と対話しながら想いを研ぎ澄ま

せ、未来を切り拓く姿に感銘を受けました。

忙しい学生生活の中でも努力を重ね、深く突

き詰めた取り組みが実りある成果を生み、地

方創生に〝ジブンゴト〟として向き合う姿勢

が地域の活性化にもつながったと感じます。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

小

樽

商

科

大

学

と

連

携

し

て

、

学

生

た

ち

が

小

樽

市

朝

里

川

温

泉

エ

リ

ア

の

課

題

に

向

き

合

い

、

政

策

提

言

を

考

え

る

「

学

生

が

主

役

の

地

方

創

生

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

ｉ

ｎ

小

樽

・

朝

里

川

温

泉

」

を

実

施

し

た

。

今

回

は

、

小

樽

商

大

の

「

本

気

プ

ロ

」

と

連

携

し

て

、

フ

ィ

ー

ル

ド

ア

ド

ベ

ン

チ

ャ

ー

ツ

ー

リ

ズ

ム

振

興

に

向

け

た

プ

ラ

ン

を

検

討

・

実

践

し

た

。

　

今

年

１

月

�

日

の

小

樽

市

で

の

政

策

提

言

発

表

会

で

は

、

朝

里

川

温

泉

組

合

の

関

係

者

や

市

民

を

招

き

、

朝

里

川

温

泉

エ

リ

ア

に

お

け

る

「

ア

ド

ベ

ン

チ

ャ

ー

ト

ラ

ベ

ル

（

Ａ

Ｔ

）

の

可

能

性

」

を

テ

ー

マ

に

、

第

１

部

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

セ

ッ

シ

ョ

ン

で

は

、

本

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

指

導

し

た

小

樽

商

科

大

学

商

学

部

・

大

津

晶

教

授

が

、

「

『

地

方

創

生

カ

レ

ッ

ジ

×

本

気

プ

ロ

』

の

可

能

性

」

と

題

し

て

講

演

し

、

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

説

明

し

、

つ

い

で

小

樽

商

大

の

学

生

が

グ

ル

ー

プ

単

位

で

発

表

を

行

っ

た

。

　

「

本

気

プ

ロ

」

は

、

小

樽

商

大

生

が

小

樽

の

活

性

化

に

つ

い

て

本

気

で

考

え

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

で

、

学

生

が

主

体

で

地

域

と

大

学

の

協

働

に

よ

り

進

め

ら

れ

て

い

る

。

　

「

本

気

プ

ロ

」

の

参

加

者

は

地

方

創

生

カ

レ

ッ

ジ

が

提

供

す

る

ｅ

ラ

ー

ニ

ン

グ

講

座

を

受

講

し

、

地

方

創

生

に

必

要

な

知

識

や

視

点

を

蓄

え

た

う

え

で

モ

デ

ル

ツ

ア

ー

の

実

施

や

商

品

販

売

に

臨

ん

だ

。

動

画

に

よ

る

効

率

的

な

イ

ン

プ

ッ

ト

と

現

地

で

の

リ

ア

ル

な

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト

を

掛

け

合

わ

せ

た

点

が

特

徴

だ

。

　

日

本

生

産

性

本

部

は

産

業

能

率

大

学

と

連

携

し

て

、

「

学

生

が

主

役

の

地

方

創

生

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

ｆ

ｏ

ｒ

横

瀬

町

」

を

実

施

し

た

。

参

加

し

た

学

生

た

ち

は

埼

玉

県

横

瀬

町

の

地

域

活

性

化

に

向

け

た

提

案

を

策

定

し

た

。

昨

年

�

月

�

日

の

産

能

大

自

由

が

丘

キ

ャ

ン

パ

ス

で

の

政

策

提

言

発

表

会

に

は

、

富

田

能

成

・

横

瀬

町

長

が

出

席

し

、

学

生

の

提

案

に

耳

を

傾

け

た

。

　

学

生

が

提

案

し

た

中

か

ら

富

田

町

長

が

選

ん

だ

の

は

、

「

遊

休

農

地

の

改

善

～

農

業

盛

り

上

げ

計

画

」

だ

。

こ

の

提

言

の

内

容

は

、

農

業

体

験

コ

ン

テ

ン

ツ

を

増

や

し

て

農

業

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

を

形

成

し

農

業

を

エ

ン

タ

ー

テ

イ

ン

メ

ン

ト

化

す

る

プ

ラ

ン

。

こ

の

提

言

を

選

ん

だ

理

由

に

つ

い

て

富

田

町

長

は

、

「

自

分

が

や

り

た

い

感

が

よ

い

。

農

業

盛

り

上

げ

計

画

が

素

晴

ら

し

い

」

と

語

っ

た

。

　

学

生

を

指

導

し

た

事

業

構

想

大

学

院

大

学

・

河

村

昌

美

教

授

（

産

業

能

率

大

学

経

営

学

部

と

兼

任

）

は

、

「

限

ら

れ

た

時

間

の

中

で

、

発

想

、

ア

イ

デ

ア

は

十

分

で

き

て

い

た

。

具

体

的

な

説

明

が

欲

し

い

グ

ル

ー

プ

も

あ

っ

た

」

と

評

価

し

た

。

産

能

大

・

藤

岡

慎

二

教

授

は

、

「

自

分

が

や

る

ん

だ

と

い

う

観

点

で

主

体

的

に

考

え

る

と

具

体

化

が

見

え

て

く

る

」

と

指

摘

し

た

。

　

選

ば

れ

た

グ

ル

ー

プ

は

、

２

月

�

日

に

横

瀬

町

で

開

催

さ

れ

た

「

よ

こ

ら

ぼ

大

会

議

２

０

２

５

」

に

招

待

さ

れ

、

１

５

０

人

を

超

え

る

聴

衆

に

提

案

を

説

明

し

た

。

会

場

に

は

富

田

町

長

を

は

じ

め

町

関

係

者

が

多

数

参

加

し

た

。

経営・労働
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■

マ

イ

ン

ド

セ

ッ

ト

を

変

え

よ

う　

今

後

の

キ

ャ

リ

ア

を

中

長

期

的

な

視

点

か

ら

考

え

、

リ

ス

キ

リ

ン

グ

を

行

い

さ

ら

な

る

充

実

し

た

豊

か

な

人

生

、

キ

ャ

リ

ア

開

発

を

考

え

る

場

合

は

、

ま

ず

、

「

マ

イ

ン

ド

セ

ッ

ト

」

を

新

た

に

変

え

る

こ

と

が

必

要

で

あ

る

。

　

こ

の

マ

イ

ン

ド

セ

ッ

ト

と

は

、

人

の

無

意

識

の

思

考

パ

タ

ー

ン

、

ま

た

は

先

入

観

の

こ

と

を

指

す

。

実

は

マ

イ

ン

ド

セ

ッ

ト

に

は

２

種

類

あ

る

。

①

は

「

Ｆ

ｉ

ｘ

ｅ

ｄ

ｍ

ｉ

ｎ

ｄ

ｓ

ｅ

ｔ

」

で

、

別

名

「

コ

チ

コ

チ

・

マ

イ

ン

ド

セ

ッ

ト

」

と

も

言

わ

れ

、

考

え

方

・

態

度

が

す

で

に

硬

直

し

て

い

る

こ

こ

ろ

の

状

態

。

②

は

「

Ｇ

ｒ

ｏ

ｗ

ｔ

ｈ

ｍ

ｉ

ｎ

ｄ

ｓ

ｅ

ｔ

」

で

あ

り

、

し

な

や

か

で

柔

軟

な

姿

勢

や

態

度

、

成

長

型

と

も

言

わ

れ

る

。

①

で

は

「

私

は

『

も

う

、

�

歳

』

、

だ

か

ら

今

さ

ら

や

っ

て

も

無

理

、

ど

う

せ

や

っ

て

も

意

味

が

な

い

、

敢

え

て

リ

ス

ク

を

取

る

の

は

や

め

よ

う

、

面

倒

だ

し

無

理

を

し

な

い

で

お

こ

う

」

と

考

え

、

リ

ス

キ

リ

ン

グ

に

積

極

的

な

関

心

や

興

味

を

示

さ

ず

、

行

動

し

な

い

タ

イ

プ

で

あ

る

。

　

一

方

の

②

は

、

「

自

分

は

『

ま

だ

、

�

歳

』

、

こ

れ

か

ら

の

人

生

は

ま

だ

長

い

。

や

れ

ば

、

成

長

す

る

こ

と

は

可

能

、

ま

ず

は

挑

戦

し

て

み

よ

う

、

能

力

は

努

力

次

第

で

ま

だ

ま

だ

伸

ば

せ

る

は

ず

」

と

考

え

る

タ

イ

プ

で

あ

る

。

　

①

と

②

の

違

い

は

こ

の

よ

う

に

明

ら

か

で

あ

る

。

「

も

う

、

�

歳

」

と

捉

え

る

の

と

「

ま

だ

、

�

歳

」

と

考

え

る

の

で

は

、

人

生

に

対

す

る

姿

勢

・

行

動

は

大

き

く

異

な

る

。

つ

ま

り

、

リ

ス

キ

リ

ン

グ

に

伴

う

マ

イ

ン

ド

セ

ッ

ト

の

大

切

さ

を

意

識

し

て

欲

し

い

。

■

一

歩

作

戦

か

ら

始

め

よ

う

　

で

は

、

行

動

面

で

リ

ス

キ

リ

ン

グ

を

考

え

て

み

よ

う

。

①

初

め

は

「

最

小

の

変

化

、

ほ

ん

の

小

さ

な

変

化

を

起

こ

す

」

こ

と

か

ら

ス

タ

ー

ト

す

る

。

い

っ

た

ん

変

化

が

始

ま

る

と

、

波

及

効

果

で

続

い

て

さ

ら

な

る

変

化

も

起

き

る

。

も

し

、

石

を

池

に

投

げ

入

れ

る

と

そ

こ

を

中

心

と

し

て

さ

ら

に

輪

が

広

が

る

よ

う

な

具

合

だ

。

　

②

最

初

か

ら

大

き

く

変

化

さ

せ

前

進

し

よ

う

と

せ

ず

、

ま

ず

は

「

一

歩

、

一

歩

、

小

さ

な

前

進

」

を

試

み

る

。

た

と

え

、

将

来

に

向

け

て

大

き

な

目

標

を

立

て

た

と

し

て

も

、

「

ま

ず

小

さ

な

前

進

」

か

ら

ス

タ

ー

ト

。

英

語

で

は

「

ｂ

ａ

ｂ

ｙ

　

ｓ

ｔ

ｅ

ｐ

」

と

言

い

、

「

ハ

イ

ハ

イ

」

す

る

よ

う

な

小

さ

な

変

化

か

ら

始

め

る

と

効

果

的

だ

。

　

　

　

　

こ

う

し

た

小

さ

な

変

化

へ

の

挑

戦

（

一

歩

作

戦

）

は

、

リ

ス

ク

も

低

く

、

乗

り

越

え

る

バ

ー

も

低

い

。

リ

ス

キ

リ

ン

グ

成

功

の

秘

訣

は

「

小

さ

な

変

化

か

ら

大

き

な

変

化

」

に

つ

な

げ

る

こ

と

で

あ

る

。

こ

れ

を

「

雪

だ

る

ま

効

果

」

と

い

う

が

、

雪

だ

る

ま

も

最

初

は

お

に

ぎ

り

サ

イ

ズ

の

小

さ

な

雪

玉

か

ら

ス

タ

ー

ト

す

る

。

ま

た

、

行

動

の

足

掛

か

り

に

な

る

「

小

さ

な

ゴ

ー

ル

」

に

分

け

、

ブ

レ

イ

ク

ダ

ウ

ン

し

て

計

画

を

立

て

る

こ

と

。

短

期

目

標

の

連

続

を

常

に

大

切

に

し

な

が

ら

「

小

さ

な

成

功

体

験

」

を

蓄

積

し

て

い

く

こ

と

が

大

切

で

あ

る

。

　

小

さ

な

成

功

体

験

は

「

自

己

効

力

感

」

（

や

れ

ば

で

き

る

！

）

を

引

き

出

し

、

さ

ら

に

動

機

づ

け

、

リ

ス

キ

リ

ン

グ

を

継

続

し

牽

引

す

る

エ

ン

ジ

ン

と

な

る

だ

ろ

う

。

そ

し

て

、

こ

う

し

た

リ

ス

キ

リ

ン

グ

の

行

動

記

録

を

毎

日

記

録

す

る

と

良

い

だ

ろ

う

。

絶

え

ず

自

分

の

歩

み

を

セ

ル

フ

・

モ

ニ

タ

リ

ン

グ

す

る

こ

と

で

、

リ

ス

キ

リ

ン

グ

の

進

捗

状

況

を

自

己

管

理

す

る

こ

と

も

欠

か

せ

な

い

。

経営・労働／連載

　

神

奈

川

県

生

産

性

本

部

は

２

月

�

日

、

横

浜

市

内

で

生

産

性

「

ト

ッ

プ

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

・

ク

ラ

ブ

」

朝

食

会

２

月

例

会

を

開

催

し

、

戦

国

マ

ー

ケ

テ

ィ

ン

グ

代

表

取

締

役

で

ラ

ン

チ

ェ

ス

タ

ー

戦

略

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

の

福

永

雅

文

氏

が

、

「

ラ

ン

チ

ェ

ス

タ

ー

戦

略

～

小

が

大

に

勝

つ

逆

転

経

営

～

」

と

題

し

て

講

演

し

た

（

＝

写

真

）

。

■

部

分

的

に

勝

つ

こ

と

　

ラ

ン

チ

ェ

ス

タ

ー

戦

略

の

原

点

は

第

一

次

世

界

大

戦

時

に

提

唱

さ

れ

た

戦

争

理

論

で

、

第

一

法

則

は

「

戦

闘

力

＝

武

器

性

能

×

兵

力

数

」

、

第

二

法

則

は

「

戦

闘

力

＝

武

器

性

能

×

兵

力

数

２

」

。

第

一

法

則

は

兵

力

数

の

少

な

い

軍

が

選

ぶ

戦

略

で

、

普

通

に

戦

え

ば

負

け

る

が

、

武

器

性

能

を

上

げ

兵

力

を

集

中

す

る

こ

と

で

「

部

分

的

に

」

勝

つ

と

い

う

も

の

。

「

第

一

法

則

は

全

体

で

勝

つ

わ

け

で

は

な

い

。

第

二

法

則

は

兵

力

数

の

多

い

軍

が

と

る

戦

略

で

、

勝

つ

の

は

当

た

り

前

。

効

率

よ

く

勝

つ

こ

と

を

考

え

る

」

（

福

永

氏

）

。

福

永

氏

は

、

「

弱

者

は

差

別

化

戦

略

、

強

者

は

ミ

ー

ト

（

対

抗

）

戦

略

が

望

ま

し

い

。

ラ

イ

バ

ル

の

マ

ネ

を

し

て

よ

い

の

は

強

者

だ

け

。

第

一

の

原

理

は

競

争

地

位

（

弱

者

と

強

者

）

別

の

戦

い

方

」

と

そ

の

違

い

を

指

摘

し

た

。

　

強

者

の

事

例

と

し

て

、

２

０

０

７

年

６

月

に

バ

ー

ガ

ー

キ

ン

グ

が

日

本

再

上

陸

し

た

と

き

の

、

マ

ク

ド

ナ

ル

ド

の

戦

略

を

紹

介

し

た

。

マ

ク

ド

ナ

ル

ド

は

バ

ー

ガ

ー

キ

ン

グ

の

再

上

陸

を

早

く

か

ら

察

知

し

、

半

年

前

か

ら

、

ハ

ン

バ

ー

ガ

ー

が

大

き

い

「

メ

ガ

マ

ッ

ク

」

を

発

売

し

、

２

０

０

７

年

６

月

の

バ

ー

ガ

ー

キ

ン

グ

再

上

陸

時

に

は

「

メ

ガ

て

り

や

き

」

を

発

売

し

対

応

し

た

。

「

え

げ

つ

な

い

ミ

ー

ト

戦

略

」

（

福

永

氏

）

。

■

弱

者

は

差

別

化

戦

略

で

　

旅

行

会

社

Ｈ

Ｉ

Ｓ

（

１

９

８

０

年

創

業

）

は

、

創

業

者

の

澤

田

秀

雄

氏

が

ラ

ン

チ

ェ

ス

タ

ー

戦

略

に

興

味

を

持

ち

、

ナ

ン

バ

ー

ワ

ン

に

な

る

こ

と

の

重

要

性

と

そ

の

方

法

を

学

ん

だ

と

紹

介

し

た

。

同

社

は

、

大

手

が

参

入

し

て

い

な

い

「

格

安

航

空

券

（

商

品

）

」

を

「

バ

ッ

ク

パ

ッ

カ

ー

（

顧

客

層

）

」

に

「

新

宿

（

地

域

）

」

で

販

売

し

た

。

「

ラ

ン

チ

ェ

ス

タ

ー

戦

略

の

結

論

の

一

つ

は

、

特

定

の

地

域

で

特

定

の

顧

客

に

特

定

の

商

品

を

提

供

す

る

こ

と

で

、

特

定

市

場

で

ナ

ン

バ

ー

１

に

な

る

こ

と

」

と

指

摘

し

た

。

■

市

場

ご

と

の

シ

ェ

ア

が

重

要

　

福

永

氏

は

、

「

重

要

な

の

は

相

対

的

な

規

模

の

差

。

売

り

上

げ

で

は

な

く

市

場

シ

ェ

ア

で

判

断

す

る

こ

と

。

弱

者

と

強

者

と

で

は

戦

い

方

が

根

本

的

に

異

な

る

。

ホ

ン

ダ

は

強

者

で

は

な

い

が

ホ

ン

ダ

の

オ

ー

ト

バ

イ

は

強

者

」

と

市

場

ご

と

に

判

断

す

る

こ

と

の

重

要

性

を

指

摘

し

た

。

　

差

別

化

の

「

五

つ

の

勘

ど

こ

ろ

」

と

し

て

以

下

を

挙

げ

た

。

①

強

者

と

は

競

争

し

な

い

（

Ｈ

Ｉ

Ｓ

）

②

３

Ｃ

（

自

社

、

顧

客

、

ラ

イ

バ

ル

）

分

析

で

ス

イ

ー

ト

ス

ポ

ッ

ト

を

見

出

す

③

顧

客

が

他

社

で

な

く

自

社

を

選

ぶ

理

由

を

考

え

る

（

知

覚

価

値

、

価

格

以

外

の

差

別

化

）

④

ミ

ッ

シ

ョ

ン

ト

ー

ク

（

共

感

性

で

差

別

化

す

る

）

⑤

凡

事

徹

底

は

第

二

の

差

別

化

方

法

。

■

理

想

は

ス

イ

ー

ト

ス

ポ

ッ

ト

　

福

永

氏

は

弱

者

の

戦

略

事

例

と

し

て

、

ラ

イ

ザ

ッ

プ

と

チ

ョ

コ

ザ

ッ

プ

を

紹

介

し

た

。

ラ

イ

ザ

ッ

プ

は

「

確

実

に

痩

せ

た

い

」

人

を

タ

ー

ゲ

ッ

ト

に

「

結

果

に

コ

ミ

ッ

ト

」

し

て

い

る

。

チ

ョ

コ

ザ

ッ

プ

は

「

面

倒

く

さ

い

、

し

ん

ど

い

、

高

い

、

続

け

る

自

信

が

な

い

」

人

を

タ

ー

ゲ

ッ

ト

に

「

使

い

放

題

、

コ

ン

ビ

ニ

感

覚

、

気

兼

ね

な

く

辞

め

ら

れ

る

」

に

し

て

い

る

。

　

「

競

合

の

弱

み

に

自

社

の

強

み

を

ぶ

つ

け

て

勝

つ

。

理

想

は

ス

イ

ー

ト

ス

ポ

ッ

ト

。

顧

客

の

ニ

ー

ズ

が

あ

っ

て

競

合

に

は

で

き

な

い

こ

と

で

自

社

が

で

き

る

こ

と

を

す

る

。

次

に

有

効

な

こ

と

は

顧

客

の

ニ

ー

ズ

が

あ

る

こ

と

で

、

競

合

の

弱

み

に

自

社

の

強

み

を

ぶ

つ

け

る

」

（

福

永

氏

）

。

　

福

永

氏

は

、

顧

客

が

他

社

で

な

く

自

社

を

選

ぶ

五

つ

の

武

器

と

し

て

、

商

品

、

価

格

、

利

便

性

、

関

係

性

（

人

間

関

係

、

安

心

感

）

、

共

感

性

（

知

名

度

、

好

感

度

）

を

挙

げ

た

。

■

価

格

以

外

で

の

差

別

化

　

価

格

以

外

で

差

別

化

す

る

原

則

と

し

て

以

下

の

五

つ

を

挙

げ

た

。

①

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

を

変

え

る

こ

と

で

価

格

帯

を

変

え

る

こ

と

は

差

別

化

、

②

同

質

的

な

価

格

競

争

は

差

別

化

で

は

な

く

ミ

ー

ト

で

あ

り

強

者

に

有

利

な

戦

い

方

、

③

差

別

化

の

王

道

は

消

耗

戦

型

の

価

格

競

争

を

避

け

価

値

（

顧

客

の

歓

び

）

で

売

る

向

上

戦

、

④

「

価

格

で

負

け

た

」

は

価

格

以

外

の

要

素

で

差

別

化

で

き

な

か

っ

た

と

捉

え

る

、

⑤

「

他

社

よ

り

安

い

」

は

断

り

文

句

の

場

合

が

多

い

。

「

価

格

で

負

け

た

は

禁

止

用

語

に

」

（

福

永

氏

）

。
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